Brief Biography of D.H. Lawrence
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	Arthur John Lawrence（炭坑夫）とLydia （旧姓、Beardsall）の三男としてEastwood, Nottinghamshireヴィクトリア通りに生まれる。長男ジョージ、次兄アーネスト、姉エミリー、妹エイダがいる。
ウォーカー通り三番地に転居、ボーヴェイル効率小学校入学（98卒業）

母、チェインバーズ夫人と知り合う。チェインバーズ家ハッグズ農場へ転居。

奨学金を得、ノッチンガム・ハイスクールに入学（1901卒業）。
ノッチンガムのヘイウッド外科医療器具製造会社に事務員として就職。3ヵ月後に肺炎に罹り退職。
イーストウッド、アルバート通りの公立小学校に見習い教員として勤務（1905夏まで）。
大学入学資格を得る。
『白孔雀』（White Peacock）書き始める。ノッチンガム・ユニバーシティ・カレッジ入学、教員養成コースに進む。

教員免許状取得し大学卒業。ロンドン郊外、クロイドン、デイビッドソン・ロウド学校に勤務。

『白孔雀』を書き上げ、『侵入者』（The Trespasser）書き始める。母、癌で死亡。10月 『息子と恋人』（Sons and Lovers）書き始める。

『白孔雀』が出版される。
デイビッドソン・ロウド学校退職。ウィークリー教授宅でウィークリー夫人フリーダに出会う。
フリーダと共にドイツへ出奔。ボイエルベルクでフリーダと蜜月過ごす。フリーダと徒歩でアルプス越え、イタリアへ下る。

南ドイツのイルシェンハウゼンに移る。『息子と恋人』ダックワースより出版。

フリーダの離婚成立。ロンドンに戻る。
『虹』（The Rainbow）を完成、出版するが発売禁止となる。

イギリスを脱出し、レリーチに立ち寄り、フィレンツェへ向う。

サルディニアを旅行する。『アロンの杖』（Aaron's Rod）完成。

ナポリよりオスタリー号でセイロンに向う。セイロンのカンディに着く。べラ・ハラの祭り見る。 『アロンの杖』出版（セルツァー社）。オルソバ号にてオーストラリアに向う。フリーマントルに着き、ダーリントンに向う。タヒチ号にてラロトンガ、タヒチを回り、アメリカに向う。サンフランシスコに着く、ニューメキシコに向う。
メキシコ市に向う。ビナーやジョンソン達とメキシコの旅をする。闘牛を見物。プエブラからオリサバに向う。一時チャパラ湖畔に住んだ後、ニューオリンズを経てニューヨークに着く。12月にロンドンに戻る。

ニューメキシコのカイオワ農場に移り住む。イギリス、スイスを経て、イタリアのスポトルノのベルナルダ壮に落ち着く。
『翼ある蛇』（The Plumed Serpent）出版。フィレンツェ近くのミレンダ壮に移り住む。『チャタレー夫人の恋人』（Lady Chatterley's Lover）の執筆着手。
『チャタレー夫人の恋人』出版。南フランスを旅する。
イギリスの警察、『チャタレー夫人の恋人』を押収し始める。
ヴァーンスのサナトリウム、アド・アストラに入る。ロベルモン壮に移り、翌日死去。


